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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 1,798 2.6 △371 ― △362 ― △237 ―
25年3月期第1四半期 1,752 14.3 △247 ― △248 ― △168 ―

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 △237百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △168百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 △40.57 ―
25年3月期第1四半期 △28.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第1四半期 5,520 1,682 30.5
25年3月期 5,843 1,943 33.3
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  1,682百万円 25年3月期  1,943百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
(注) 24年10月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。そのため、25年３月期の１株当たり配当金については、当該株
式分割の影響を考慮して記載しております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 8.70 ― 4.35 13.05
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 4.60 ― 4.60 9.20

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,633 4.3 100 △53.5 103 △50.4 30 △68.4 5.15
通期 10,239 5.7 661 1.6 658 1.4 357 9.1 61.15



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注) 24年10月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。そのため、期末発行済株式数、期末自己株式数ならびに期
中平均株式数につきましては、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定してそれぞれ算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 5,852,800 株 25年3月期 5,844,800 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 260 株 25年3月期 260 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 5,848,592 株 25年3月期1Q 5,839,827 株
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当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の経済対策等への期待から、景気の緩やかな回復の

動きがみえるものの、雇用環境、所得環境が低迷していることから消費マインドの好転までには至らず、依然と

して景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループでは新規開校による営業エリアの拡大とともに教務内容の充実を図り、事

業を展開しております。 

 当第１四半期連結累計期間における売上高は1,798,377千円（前年同期比2.6％増）、営業損失は371,137千円

（前年同期は営業損失247,736千円）、経常損失は362,778千円（前年同期は経常損失248,943千円）、四半期純損

失は237,298千円（前年同期は四半期純損失168,074千円）となりました。なお、当社グループの主要事業である

教育関連事業は、塾生数が期首より月を追うほどに増加すること、並びに講習会・特別授業の実施月の売上高が

増加することで収益性が高くなる構造となっております。従いまして、塾生数が少なく講習会等の影響が少ない

第１四半期は、収益性が低く営業損失を計上しておりますが、概ね当初の計画通りに推移しております。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

  

①教育関連事業 

 クラス指導部門においては、今春の塾生募集状況が例年に比べ芳しくない状況にあったことが影響し、厳し

いスタートとなりましたが、平成25年4月より事業譲受により運営を始めた「サンライトアカデミー」等の寄与

により、売上高は前年同期を上回って推移いたしました。 

 一方、個別指導部門においては、主要ブランドである「個別指導学院フリーステップ」の売上高および塾生

数が堅調に推移し、売上拡大に寄与しております。 

 また、今年度より個別指導学院フリーステップのFC展開を強化すべく、人員配置等の先行投資が発生してお

り、費用増加の要因となっております。 

 この結果、売上高は1,739,313千円（前年同期比2.9％増）となり、セグメント損失（営業損失）は264,688千

円（前年同期はセグメント損失（営業損失）161,877千円）となりました。 

  

②不動産賃貸事業 

 所有不動産の余剰スペースを賃貸している不動産賃貸事業については、前年と同水準の賃貸状況であったこ

とから、売上高は13,637千円（前年同期比0.4％増）となり、防犯設備の強化、老朽化による不動産修繕により

費用が増加したため、セグメント利益（営業利益）は12,649千円（前年同期比14.3％減）となりました。 

  

③飲食事業 

 個人消費の低迷等により厳しい環境が続いているうえ、食材の高騰や人員確保のための人件費が増加いたし

ました。この結果、売上高は45,425千円（前年同期比8.4％減）となり、セグメント損失（営業損失）は1,170

千円（前年同期はセグメント利益（営業利益）4,128千円）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末から291,864千円（13.4％）減少し、1,890,887千円となりました。これは主と

して営業未収入金が前連結会計年度に比べ264,597千円減少したことによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末から31,002千円（0.8％）減少し、3,629,489千円となりました。これは主とし

て差入保証金が前連結会計年度に比べ21,962千円、建物及び構築物が同7,647千円減少したことによります。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末から322,867千円（5.5％）減少し、5,520,377千円となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末から65,485千円（2.6％）減少し、2,493,991千円となりました。これは主とし

て短期借入金が前連結会計年度に比べ316,667千円増加、未払法人税等が前連結会計年度に比べ171,269千円、買

掛金が同95,426千円、賞与引当金が同59,948千円減少したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末から3,146千円（0.2％）増加し、1,343,645千円となりました。これは主として

長期借入金が前連結会計年度に比べ7,740千円増加したことによります。 

 この結果、負債は、前連結会計年度末から62,339千円（1.6％）減少し、3,837,636千円となりました。 

  

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末から260,528千円（13.4％）減少し、1,682,740千円となりました。これは主

として利益剰余金が前連結会計年度に比べ262,722千円減少したことによります。 

  

当第１四半期連結累計期間における業績は概ね計画通りに推移しており、前回公表（平成25年５月14日）の通期

の業績予想に変更はありません。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
 (１)四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,058,976 899,123

営業未収入金 809,490 544,892

商品 60,641 43,511

貯蔵品 11,002 14,312

その他 279,022 425,806

貸倒引当金 △36,380 △36,758

流動資産合計 2,182,752 1,890,887

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,062,844 2,092,169

減価償却累計額 △774,673 △811,646

建物及び構築物（純額） 1,288,170 1,280,523

土地 910,950 910,950

その他 472,572 484,195

減価償却累計額 △259,940 △274,965

その他（純額） 212,631 209,229

有形固定資産合計 2,411,753 2,400,703

無形固定資産   

のれん 32,181 38,031

その他 100,484 94,628

無形固定資産合計 132,666 132,660

投資その他の資産   

差入保証金 807,202 785,240

その他 321,670 323,685

貸倒引当金 △12,799 △12,799

投資その他の資産合計 1,116,072 1,096,126

固定資産合計 3,660,492 3,629,489

資産合計 5,843,244 5,520,377
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 140,751 45,325

短期借入金 410,000 726,667

1年内返済予定の長期借入金 381,289 375,329

未払法人税等 182,305 11,036

賞与引当金 91,529 31,580

前受金 566,370 603,972

その他 787,230 700,080

流動負債合計 2,559,476 2,493,991

固定負債   

長期借入金 967,461 975,201

退職給付引当金 16,829 16,829

役員退職慰労引当金 13,061 14,016

資産除去債務 247,942 254,206

その他 95,205 83,391

固定負債合計 1,340,499 1,343,645

負債合計 3,899,975 3,837,636

純資産の部   

株主資本   

資本金 231,208 232,208

資本剰余金 171,208 172,208

利益剰余金 1,539,959 1,277,237

自己株式 △52 △52

株主資本合計 1,942,324 1,681,601

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 944 1,138

その他の包括利益累計額合計 944 1,138

純資産合計 1,943,268 1,682,740

負債純資産合計 5,843,244 5,520,377
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 (２)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
  四半期連結損益計算書 
   第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 1,752,915 1,798,377

売上原価 1,628,542 1,763,575

売上総利益 124,373 34,802

販売費及び一般管理費 372,109 405,939

営業損失（△） △247,736 △371,137

営業外収益   

受取利息 419 446

受取配当金 73 131

保険解約返戻金 － 14,112

その他 6,477 925

営業外収益合計 6,970 15,614

営業外費用   

支払利息 7,623 6,522

その他 553 734

営業外費用合計 8,177 7,256

経常損失（△） △248,943 △362,778

特別損失   

減損損失 798 －

特別損失合計 798 －

税金等調整前四半期純損失（△） △249,742 △362,778

法人税、住民税及び事業税 10,548 8,253

法人税等調整額 △92,216 △133,733

法人税等合計 △81,667 △125,480

四半期純損失（△） △168,074 △237,298
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  四半期連結包括利益計算書 
   第１四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

四半期純損失（△） △168,074 △237,298

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △366 194

その他の包括利益合計 △366 194

四半期包括利益 △168,441 △237,104

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △168,441 △237,104

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間 (自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△104,744千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△

104,744千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間 (自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日) 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
  

 
(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△117,927千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

117,927千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント 調整額 
(千円) 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(千円) 
(注)２

教育関連事業 
(千円)

不動産賃貸事業
(千円)

飲食事業
(千円)

計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 1,689,730 13,586 49,599 1,752,915 ― 1,752,915

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― 6,809 ― 6,809 △6,809 ―

計 1,689,730 20,395 49,599 1,759,724 △6,809 1,752,915

セグメント利益又は 
損失（△）

△161,877 14,757 4,128 △142,992 △104,744 △247,736

報告セグメント 調整額 
(千円) 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(千円) 
(注)２

教育関連事業 
(千円)

不動産賃貸事業
(千円)

飲食事業
(千円)

計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 1,739,313 13,637 45,425 1,798,377 ― 1,798,377

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― 6,829 ― 6,829 △6,829 ―

計 1,739,313 20,466 45,425 1,805,206 △6,829 1,798,377

セグメント利益又は 
損失（△）

△264,688 12,649 △1,170 △253,210 △117,927 △371,137
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